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　平成28年度の関西大学博物館実習は、受講者50名で、内訳は表の通りである。博物館実習のカ
リキュラムは、後掲の「平成28年度関西大学博物館実習日程」のとおり実施した。関西大学では
博物館実習を通年授業として設けており、金曜日の 4時限～ 5時限のクラスと、土曜の 4時限～
5時限のクラスが、それぞれ学内での博物館実習と学外見学実習を行っている。
　春学期には、「資料の基礎的な取り扱い」から「資料の梱包」、「資料の調書の取り方」へと段階
的に実習し、あわせて月に 1度程度日曜日を利用した近畿圏の博物館・美術館施設の見学実習を
行ない、博物館における学芸業務全般についての基礎的な知識の習得を行うようにしている。
　秋学期には、実習生による「関西大学博物館実習展」の開催に向けて具体的な作業を行う。こ
の「博物館実習展示会」は、習得した学芸業務についての知識と経験、受講生の専門分野や興味
を基に、グループを結成して準備、実施する展示会で、博物館実習の集大成としての行事である。
今年度は、学生グループが自主的に 4つのテーマ設定し、展示資料の借用交渉と展示方法などの
折衝を続け、充実した内容での展示会を実施することができた。内容と来館者アンケートの結果
を、実習展の報告として収録した。
　実習展終了後には博物館関連科学や研究活動についての実習と講義、講義最終日は実習の反省
会を開催して、平成28年度の博物館実習のカリキュラムを終了した。
　平成28年度の博物館実習担当教員は、本学教員とともに博物館・美術館や研究機関、行政機関
に所属される学芸員、専門担当者を委嘱してあたった。
平成28年度　担当教員
米田文孝　文学部教授 森　隆男　文学部教授
黒田一充　文学部教授 西本昌弘　文学部教授
原田正俊　文学部教授 橋寺知子　環境都市工学部准教授
小倉　宗　文学部准教授
明尾圭造　大阪商業大学商業史博物館 一瀬和夫　京都橘大学
伊藤健司　元興寺文化財研究所 河合正人　元・あやめ池自然博物館
河内晋平　東京藝術大学 北川博子　あべのハルカス美術館
佃　一輝　一茶菴宗家 寺西貞弘　元・和歌山市立博物館館長
西川卓志　元・西宮市立郷土資料館館長 合田茂伸　西宮市立郷土資料館
藤枝宏治　藤枝春月（表具工房） 藤尾隆志　水戸市教育委員会歴史文化財課
山内紀嗣　天理大学附属天理参考館
熊　博毅　関西大学博物館 山口卓也　関西大学博物館
伊藤信明　関西大学年史編纂室 文珠省三　関西大学博物館
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ト
の
提
出
　
　
　
  
  
 　
　
　
提
出
期
間
  
1/
13
～
1/
20
 〔
提
出
場
所
〕
  
  
  
  
  
  
  
 〔
レ
ポ
ー
ト
論
題
〕
　
「
  
自
　
由
　
題
　
」
　
　
　
　
　
　
提
出
時
間
  
10
：
00
 ～
 1
6：
00
（
12
：
30
～
13
：
30
は
除
く
）
 博
物
館
事
務
室
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 Ａ
４
判
　
横
書
き
　
40
00
字
　
（
原
稿
用
紙
・
ワ
ー
プ
ロ
作
成
い
ず
れ
も
可
）
　
　
　
  
  
  
 　
 〔
受
取
場
所
〕
　
　
　
　
　
　
博
物
館
実
習
簿
及
び
レ
ポ
ー
ト
の
返
却
　
博
物
館
事
務
室
  
  
  
  
  
  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
取
時
間
  
10
：
00
 ～
 1
6：
00
（
12
：
30
～
13
：
30
は
除
く
）
〔実
習
上
の
諸
注
意
〕
（1
）実
習
に
関
す
る
全
て
の
連
絡
は
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョン
シ
ス
テ
ム
の
「講
義
連
絡
」ま
た
は
「お
知
ら
せ
」に
て
行
う
の
で
、
実
習
の
あ
る
日
の
前
日
に
は
、
必
ず
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョン
シ
ス
テ
ム
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
。
　
　
ま
た
、
休
日
に
実
施
す
る
実
習
・見
学
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
授
業
中
に
指
示
を
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
す
る
こ
と
。
　
　
〔イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョン
シ
ス
テ
ム
は
、
関
西
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
(h
tt
p:
//
w
w
w
.k
an
sa
i-
u.
ac
.jp
)の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
左
下
に
あ
る
「イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョン
シ
ス
テ
ム
」を
ク
リ
ッ
ク
し
て
閲
覧
くだ
さ
い
。
〕
（2
）見
学
は
時
間
的
に
制
約
さ
れ
る
場
合
が
多
い
の
で
、
時
間
厳
守
で
集
合
の
こ
と
。
（3
）館
内
に
お
い
て
は
、
館
則
を
守
り
、
学
生
と
し
て
の
品
位
と
自
覚
が
必
要
。
ま
た
、
万
年
筆
・ボ
ー
ル
ペ
ン
等
は
使
用
し
な
い
こ
と
。
鉛
筆
の
み
可
能
。
（4
）実
習
簿
は
所
定
の
日
に
必
ず
提
出
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
配
付
し
た
資
料
・見
学
実
習
等
で
集
め
た
資
料
等
も
実
習
簿
に
フ
ァ
イ
ル
し
て
お
くこ
と
。
ま
た
、
採
点
後
は
各
自
へ
返
却
す
る
の
で
必
ず
受
け
取
り
に
来
る
こ
と
。
月
　
１
　
組
　
　
　
　
　
（
　
金
　
曜
　
）
　
　
　
２
　
組
　
　
　
　
　
（
　
土
　
曜
　
）
　
　
日
Ａ
班
Ｂ
班
日
Ａ
班
Ｂ
班
10
/金 ～
１
組
・
２
組
全
員
24
/土
１
年
間
の
反
省
　
・
　
学
芸
員
の
課
題
第
１
学
舎
１
号
館
Ａ
50
2教
室
20
/金
締
切
1組
・
２
組
全
員
13
/金
１
年
間
の
反
省
　
・
　
学
芸
員
の
課
題
16
/金
展
示
評
価
（
実
習
展
の
振
り
返
り
）
17
/土
展
示
評
価
（
実
習
展
の
振
り
返
り
）
4/
日
～
9/
金
展
示
指
導
及
び
実
習
展
準
備
作
業
（
学
生
に
よ
る
自
主
作
業
）
2/
金
展
示
指
導
及
び
実
習
展
準
備
作
業
（
学
生
に
よ
る
自
主
作
業
）
3/
土
12 1 2
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 平成28年度　博物館実習受講者数
全体
学 部
3年次 4年次 合計
法 学 部 1 0 1
文 学 部 34 8 42
経 済 学 部 0 0 0
商 学 部 0 0 0
社 会 学 部 1 0 1
政策創造学部 1 0 1
外国語学部 0 0 0
総 合 情 報 0 0 0
社会安全学部 0 0 0
理工系学部 0 0 0
小　計 37 8 45
大 学 院 1
科 目 等 履 修 生 4
総　　合　　計 50
院・学部・年次別 3年次 4年次 大学院 科目等 合計
1組（金曜日） 32 0 0 0 32
2 組（土曜日） 5 8 1 4 18
合　計 37 8 1 4 50
男女比 男子 女子 合計
1組（金曜日） 12 20 32
2 組（土曜日） 9 9 18
平成28年度　博物館実習展風景
― 24 ―
関西大学博物館　関西大学千里山キャンパス　阪急千里線「関大前」駅下車　徒歩10分
〒564-8680 大阪府吹田市山手町 3-3-35　TEL：06-6368-1171　E-mail：hakubutsukan@ml.kandai.jp
12月4日（日）～12月9日（金）
入館料
無料
関西大学博物館実習展
関西大学博物館特別展示室（簡文館内）
開館時間：10時～16時
平成
28年度
― 25 ―
関西大学博物館
関西大学千里山キャンパス　簡文館内
〒564-8680　大阪府吹田市山手町 3-3-35　TEL：06-6368-1171
http://www.kansai-u.ac.jp/Museum/
E-mail：hakubutsukan@ml.kandai.jp 
■アクセス　関西大学千里山キャンパス 阪急千里線「関大前」駅下車 徒歩10分 関西大学博物館
正門
西門
関大前駅
12月4日（日）～12月9日（金）
関西大学博物館特別展示室（簡文館内）
開館時間：10時～16時／入館料無料関西大学博物館実習展平成28年度
明治の装い
関西大学は今年で創立130周年を迎えました。その当時の日本は明治時代で、鹿鳴館の開
館にみられるように国家規模で西欧化を進めていました。装いにおいても同じで、制度として軍
服や礼服などの洋装が普及しました。しかし一方で、日常生活においては多くの人が和装でした。
今回の展示では、関西大学が創立された明治時代を中心とする、大礼服などの服装資料
や手引書、錦絵、すごろくといったものから、当時の人々の装いをご覧いただきます。
明治時代とは、西欧化によってめまぐるしく変化した時代です。和と洋が入り混じることで作
られた「明治の装い」の独特な世界をのぞいてみませんか？
「世に銭程面白き物はなし」。これは、井原西鶴の代表作『日本永代蔵』の一節です。彼
は町人物（ちょうにんもの）と呼ばれる町人の生活の実態を描いた浮世草子を多数残しましたが、
その中には当時の大坂を舞台とするものが数多くみられます。
江戸時代、大坂は海上交通の発達によって、日本最大の港町へと成長します。その中で全
国各地から集められたモノの取引が盛んに行われ、商業が目覚ましく発展していきます。
本展では、大坂の都市文化と商人の精神文化をキーワ ドーに、江戸時代の大坂商人の世
界について展示･紹介をいたします。天下の台所と呼ばれた大坂に生きた商人たちの息づかい
を感じていただけると幸いです。
大坂商人の世界
“お金”、それは、この世のあらゆる商品の価値尺度として社会に流通しています。「猫に小判」
「早起きは三文の徳」…物やサ ビースに還元され、時に貯蓄が良しとされ、時にはそれ自体が
富の象徴となってきた “お金” の真の姿とはどこにあるのでしょう。
この展示では、過去から現在まで時代を追って、いつも平然とそこに登場してきた “お金”
の変容を紹介致します。“お金”は時代とともに独自の形を成し、あらゆる人物によって使われ、様々
な物と交換されてきました。我々が唯一無二の存在として信用する “お金” の姿を、改めて見
つめ直してみてはいかがでしょうか。
お金の姿
上方の粋もの展 ～多様性が育んだ美～
古今東西、絵師たちは動物を慈しみ、描き残してきました。特に我が国の近世における動物
画は、今日大きな注目を浴びています。その理由の一つとして「多様性」という言葉を挙げる
ことができるでしょう。写生による緻密な絵から思わず笑ってしまうゆるい絵まで、多くの様式が
この時代に集中していました。
本展では、京都と大坂の二都における動物画を展望することで、近世、そしてそれから先
の近代の上方が、いかに彩り豊かな文化を創り上げてきたのかを再発見します。粋な動物たち
の世界に、一歩踏み込んでみませんか？
・・・
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平
成
28
年
度
　
関
西
大
学
博
物
館
実
習
展
ア
ン
ケ
ー
ト
【「
お
金
の
姿
」
の
展
示
に
つ
い
て
】
 
⑴
展
示
内
容
に
つ
い
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 ５
 ・
 ４
 ・
 ３
 ・
 ２
 ・
 １
 ）
 
⑵
展
示
の
見
や
す
さ
に
つ
い
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 ５
 ・
 ４
 ・
 ３
 ・
 ２
 ・
 １
 ）
 
⑶
展
示
の
解
説
に
つ
い
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 ５
 ・
 ４
 ・
 ３
 ・
 ２
 ・
 １
 ）
 
⑷
展
示
全
体
の
雰
囲
気
に
つ
い
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 ５
 ・
 ４
 ・
 ３
 ・
 ２
 ・
 １
 ）
 
⑸
記
念
硬
貨
を
買
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  （
  は
い
  ・
  い
い
え
  ）
 
 
「
は
い
」
と
答
え
た
方
に
お
聞
き
し
ま
す
。
ど
ん
な
記
念
硬
貨
を
買
い
ま
し
た
か
。
 
  ⑹今
回
の
展
示
で
特
に
印
象
に
残
っ
た
展
示
物
は
何
で
す
か
。
ま
た
、
そ
の
理
由
も
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
 
      【「
明
治
の
装
い
」
に
つ
い
て
】
 
⑴
展
示
内
容
に
つ
い
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 ５
 ・
 ４
 ・
 ３
 ・
 ２
 ・
 １
 ）
 
⑵
展
示
の
見
や
す
さ
に
つ
い
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 ５
 ・
 ４
 ・
 ３
 ・
 ２
 ・
 １
 ）
 
⑶
展
示
の
解
説
に
つ
い
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 ５
 ・
 ４
 ・
 ３
 ・
 ２
 ・
 １
 ）
 
⑷
展
示
全
体
の
雰
囲
気
に
つ
い
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 ５
 ・
 ４
 ・
 ３
 ・
 ２
 ・
 １
 ）
 
⑸
今
回
の
展
示
に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感
想
が
あ
れ
ば
ご
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。
 
    【「
上
方
の
粋
も
の
展
―
多
様
性
が
育
ん
だ
美
―
」
の
展
示
に
つ
い
て
】
 
⑴
展
示
内
容
に
つ
い
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 ５
 ・
 ４
 ・
 ３
 ・
 ２
 ・
 １
 ）
 
⑵
展
示
の
見
や
す
さ
に
つ
い
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 ５
 ・
 ４
 ・
 ３
 ・
 ２
 ・
 １
 ）
 
⑶
展
示
の
解
説
に
つ
い
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 ５
 ・
 ４
 ・
 ３
 ・
 ２
 ・
 １
 ）
 
⑷
上
方
（
京
・
大
坂
）
の
日
本
画
の
多
様
性
を
感
じ
取
れ
ま
し
た
か
。
 
 
  （
  は
い
  ・
  い
い
え
  ）
 
⑸
気
に
な
っ
た
動
物
は
あ
り
ま
し
た
か
。
 
 
そ
の
ほ
か
展
示
に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感
想
が
あ
れ
ば
ご
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。
 
    
以
上
で
ア
ン
ケ
ー
ト
は
終
了
で
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
は
受
付
で
ス
タ
ッ
フ
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
 
関
西
大
学
博
物
館
実
習
展
ア
ン
ケ
ー
ト
 
 
本
日
は
関
西
大
学
博
物
館
実
習
展
に
お
越
し
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 
当
ア
ン
ケ
ー
ト
は
今
後
の
実
習
展
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
け
れ
ば
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 
な
お
、
い
た
だ
き
ま
し
た
回
答
は
ア
ン
ケ
ー
ト
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 
 
・
該
当
す
る
数
字
に
〇
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 
性
別
 
1、
男
性
 
2、
女
性
 
年
齢
 
1、
10
代
以
下
 
2、
10
代
 
3、
20
代
 
4、
30
代
 
5、
40
代
 
6、
50
代
 
7、
60
代
 
8、
70
代
 
9、
80
代
以
上
 
住
所
 
1、
大
阪
府
 
2、
吹
田
市
 
3、
大
阪
府
以
外
の
近
畿
地
方
 ( 
 
 
 
) 府
・
県
 
4、
そ
の
他
の
地
域
 ( 
 
 
 
 
) 都
・
道
・
府
・
県
 
5、
海
外
 
 
所
属
 
1、
一
般
 
2、
本
学
学
生
 
3、
本
学
以
外
の
学
生
 
4、
本
学
関
係
者
 
5、
小
学
生
 
6、
中
学
生
 
7、
高
校
生
 
8、
そ
の
他
 ( 
 
 
 
 
 
 
 
) 
今
回
の
実
習
展
に
つ
い
て
何
で
お
知
り
に
な
り
ま
し
た
か
。
 
1、
授
業
 
2、
ポ
ス
タ
ー
・
広
告
 
3、
関
西
大
学
HP
 
4、
友
人
・
知
人
か
ら
 
5、
そ
の
他
 ( 
 
 
 
 
 
 
   
) 
普
段
、
博
物
館
・
美
術
館
へ
は
ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
足
を
運
ば
れ
ま
す
か
。
 
1、
年
に
1回
以
上
 
2、
半
年
に
1回
 
3、
月
に
1回
 
4、
週
に
1回
 
こ
れ
ま
で
に
関
西
大
学
博
物
館
に
ど
れ
く
ら
い
お
越
し
に
な
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
 
1、
初
め
て
 
2、
2~
4回
 
3、
5回
以
上
 
4、
毎
年
 
5、
半
年
に
1回
 
6、
年
に
1回
 
 ■
各
班
の
展
示
に
つ
い
て
 
※
5段
階
評
価
は
、
5=
大
変
良
い
・
4=
良
い
・
3=
普
通
・
2=
悪
い
・
1=
と
て
も
悪
い
 の
項
目
か
ら
ど
れ
か
一
つ
を
選
び
、
該
当
す
る
数
字
に
○
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
 
 
【「
大
坂
商
人
の
世
界
」
の
展
示
に
つ
い
て
】
 
⑴
展
示
内
容
に
つ
い
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 ５
 ・
 ４
 ・
 ３
 ・
 ２
 ・
 １
 ）
 
⑵
展
示
の
見
や
す
さ
に
つ
い
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 ５
 ・
 ４
 ・
 ３
 ・
 ２
 ・
 １
 ）
 
⑶
展
示
の
解
説
に
つ
い
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 ５
 ・
 ４
 ・
 ３
 ・
 ２
 ・
 １
 ）
 
⑷
展
示
全
体
の
雰
囲
気
に
つ
い
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 ５
 ・
 ４
 ・
 ３
 ・
 ２
 ・
 １
 ）
 
⑸
特
に
印
象
に
残
っ
た
展
示
物
は
ど
れ
で
す
か
。（
複
数
選
択
可
）
 
 
①
 米
切
手
 
②
 摂
津
名
所
図
会
 
③
 日
本
永
代
蔵
 
④
 千
両
箱
 
⑤
 帳
場
結
界
 
⑥
 土
蔵
模
型
 
 
⑦
 そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 
⑹
展
示
を
ご
覧
に
な
っ
て
大
坂
商
人
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。
 
ま
た
、
展
示
に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感
想
が
あ
れ
ば
ご
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。
 
   
裏
面
に
続
き
ま
す
。
 
ご
来
館
日
 
平
成
28
年
12
月
   
 
日
 
